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村
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日
本
郵
便
の
来
春
採
用
見
送
り
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵
便
事
業
会
社
は
、
本
年
一
月
十
一
日
、
昨
夏
の
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
遅
配
問
題
な
ど
で
業
績
が
悪

化
し
、
平
成
十
九
年
の
郵
政
民
営
化
後
初
め
て
、
平
成
二
十
四
年
度
の
新
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
、
総
合
職
、
一
般
職
と
も
に

中
止
す
る
と
発
表
し
た
。
た
だ
、
新
卒
を
採
ら
な
い
分
、
非
正
規
社
員
を
増
や
し
て
対
応
す
る
た
め
、
人
件
費
削
減
効
果
は
年

数
億
円
と
し
て
い
る
が
、
亀
井
前
郵
政
改
革
担
当
・
金
融
相
の
熱
血
主
導
で
急
転
直
下
始
ま
っ
た
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
方

針
に
伴
い
、
日
本
郵
便
は
昨
年
十
二
月
に
非
正
規
社
員
約
六
千
五
百
人
を
正
社
員
に
起
用
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

今
日
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
お
い
て
、
日
本
郵
政
の
次
代
を
担
う
若
者
達
が
た
く
さ
ん
応
募
し
て
い
た
と
聞
く
が
、
雇
用
環

境
や
将
来
の
人
材
育
成
に
資
す
る
観
点
か
ら
は
到
底
理
解
し
難
く
、
採
用
に
関
す
る
整
合
性
が
保
て
な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

昨
年
十
二
月
に
非
正
規
社
員
を
正
社
員
化
し
、
そ
の
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
来
春
採
用
見
送
り
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
矛
盾
す
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
来
春
採
用
見
送
り
の
理
由
を
業
績
悪
化
と
し
て
い
る
が
、
何
故
、
昨
秋
か
ら
例
年
通
り
の
採
用
を
前
提
に

学
生
達
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
開
催
し
た
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

一



三

日
本
郵
便
の
昨
年
の
三
月
決
算
報
告
で
は
、
貸
倒
引
当
金
繰
入
額
四
百
九
億
六
千
三
百
万
円
を
含
む
特
別
損
失
が
八
百
十

九
億
三
千
五
百
万
円
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
発
生
の
原
因
と
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
ど
の
よ
う
な
経
営
方
針
で
い
く
の

か
政
府
と
し
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

二
〜
三
に
関
連
し
、
通
常
の
株
式
会
社
で
は
、
そ
の
収
益
や
資
産
状
況
が
悪
化
し
た
場
合
、
取
締
役
は
経
営
責
任
を
問
わ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


